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案」に織り込み、検討項目・方向性をあきらかにしています。 

なお、その後の骨太ＰＴ等での検討の結果は、上記の①②を含めた 13 項目に渡

ってとりまとめられ、11 月下旬、与党で「農業競争力強化プログラム」として決

定し、これを受け政府は「農林水産業・地域の活力創造プラン」を改訂しました。 

また、この「農業競争力強化プログラム」では、全農として取り組むべきとさ

れた購買・販売事業関連について年次計画や数値目標を策定し、実践に入るよう

要請されています。 

２．29 年度計画の基本的な考え方 

３か年計画で定めた事業施策の基本フレームに、「『魅力増す農業・農村』の実現

に向けたＪＡグループの取り組みと提案」で示した具体策を加え深化・拡充すると

ともに、「農業競争力強化プログラム」で本会に求められている取り組みの具体化を

はかり、スピードを上げて実践します。 

（１）「『魅力増す農業・農村』の実現に向けたＪＡグループの取り組みと提案」で示

した具体策 

ア．購買事業関連 

（ア）生産資材の銘柄・規格の集約 

（イ）飼料の製造・流通コスト低減 

（ウ）肥料・飼料原料の購買力強化 

イ．販売事業関連 

（ア）事前契約の早期化や精米販売の拡大 

（イ）契約取引による加工・業務用野菜の取扱拡大 

（ウ）販売事業における直販事業の拡大 

（エ）国産農畜産物の輸出拡大に向けた体制強化 

（２）新たな事業施策の検討・具体化・実践 

「農業競争力強化プログラム」の関連で、さらなる検討が本会に求められてい

る項目については、組織協議をふまえてスケジュールを明確にし、取り組みの具

体化をはかります。 

１．情勢認識 

（１）本会は、農業所得の増大・農業生産の拡大・地域の活性化をすすめるため、次

の３つの重点事業施策を柱とする３か年計画を策定し、グループをあげて実践し

ています。 

「持続可能な農業生産・農業経営づくりへの貢献」では、①マーケットインを

軸に販売事業の強化に取り組むとともに、②農業経営の足腰を強くするための生

産から販売までのトータルコスト低減の取り組みでは、全国モデル 55ＪＡでの実

証例が積み上がりつつあります。また、③多様化する農業者ニーズへの対応につ

いては、農薬の大型規格商品の開発や鉄コーティング直播技術の実証・普及、高

生産性水田輪作の実証など、省力・低コスト・生産性向上に寄与する新商品・新

技術の開発・普及の取り組みを強化しています。 

「海外事業の積極展開」では、中国の大手リン酸製造会社やブラジルの穀物会

社への出資など、肥料・飼料原料の調達機能強化・拡充に取り組んでいます。農

畜産物の輸出拡大に向けては、英国の食品卸売会社を買収するなど輸出体制の強

化をすすめています。 

「元気な地域社会づくりへの支援」では、農村人口が減少していくなか、ＪＡ

生活店舗の業態転換やＳＳの低コスト提案など、ライフラインづくりを強める取

り組みをすすめています。 

（２）こうしたなか、日本農業を成長産業にする一環としてのＴＰＰ関連政策大綱に

関連して、自民党では農業者が直接関われない分野の検討課題を定め、27 年 11

月から検討に入りました。検討にあたっては、自民党内に農林水産業骨太方針策

定ＰＴ（以下「骨太ＰＴ」とする）、農業基本政策検討ＰＴ、および畜産・酪農対

策小委員会を立ち上げ、28 年１月から検討を本格化しました。本会は、この検討

項目のなかで自らの事業と直接関わる、①生産資材価格形成の仕組みの見直し、

②流通・加工の業界構造の確立の２テーマについて骨太ＰＴと協議を重ねてきま

した。この協議過程で構想した新たな取り組みについては、全中が 28 年９月に組

織決定した「『魅力増す農業・農村』の実現に向けたＪＡグループの取り組みと提
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